
診察時間／月～土 ９：00～12：30
15：00～18：00

木曜日は、9：00～12：30のみ診療
休 診 日／日曜・祝日・木曜（午後）
秋田市広面字蓮沼87－1 ☎（834）2121

鎌　田　滋　夫
（昭和40年卒）

㈳日本循環器学会認定 循環器専門医

〒010－0817
秋 田 市 泉 菅 野 1－11－32
（ 泉 ハ イ タ ウ ン 入 り 口 ）
ＴＥＬ 0 1 8 － 8 6 4 － 0 0 7 8

すがの整形外科クリニック

塩　川　光　一
（昭和50年卒）

大 仙 市 字 刈 和 野 312
ＴＥＬ 0 1 8 7 － 7 5 － 2 2 1 1
ＦＡＸ 0 1 8 7 － 7 5 － 0 4 2 3

株式会社土井商店
代表取締役 土 井 常 吉

（昭和18年卒）

専務取締役 土 井 純一郎
（昭和50年卒）

（7）平成22年11月10日 秋　高　同　窓　会　だ　よ　り 第 88 号

﹁
や
あ
、
久
し
振
り
。
卒
業
以

来
だ
ね
﹂
と
い
う
声
が
飛
び
交
う

八
月
十
五
日
、
秋
田
市
の
秋
田
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
昭

和
四
十
四
年
卒
還
暦
同
期
会
は
、

受
付
の
段
階
で
既
に
大
に
ぎ
わ
い

と
な
っ
た
。

神
事
を
経
て
、
来
賓
・
恩
師
五

名
、
同
期
生
百
三
十
七
名
︵
海
外

三
、
県
外
三
十
七
、
女
子
十
二

名
︶
が
参
加
し
た
。

三
浦
廣
巳
代
表
幹
事
の
﹁
還
暦

以
後
も
社
会
に
対
し
、
さ
ら
に
も

う
一
仕
事
や
り
と
げ
よ
う
﹂
と
い

う
力
強
い
挨
拶
で
開
会
。
そ
の
後
、

恩
師
五
名
か
ら
懐
か
し
い
話
を
い

た
だ
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ

等
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
締

め
は
高
橋
昭
博
元
応
援
団
員
の
音

頭
で
﹁
天
上
は
る
か
に
…
﹂
を
斉

唱
し
、
懐
か
し
く
楽
し
か
っ
た
三

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
三
月
の
卒
業
生

に
よ
る
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期

会
は
五
月
二
十
一
日
㈮
、
秋
田
市

の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
秋
田

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
来
賓
と
し
て
、
芳
賀
義

則
先
生
︵
横
浜
市
住
︶、
北
川
茂

治
先
生
︵
鹿
児
島
市
住
︶、
畑
澤

潤
一
先
生
︵
秋
田
市
住
︶、
岡
準

造
先
生
︵
仙
台
市
住
︶
の
四
人
の

恩
師
の
他
、
同
窓
会
筆
頭
副
会
長

の
山
谷
浩
二
先
生
、
現
校
長
の
菊

谷
一
先
生
の
六
人
を
迎
え
、
同
期

生
百
十
六
人
が
全
国
各
地
か
ら
集

合
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

碓
井
隆
君
の
司
会
の
も
と
、
会

で
は
ま
ず
、
秋
田
県
医
師
会
の
副

会
長
の
坂
本
哲
也
君
に
よ
る
﹁
生�

�

命�

を
輝
か
そ
う
　
秋
田
の
医
療
﹂

と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
者
一
同
、
秋
田
県
の
医
療
の

歴
史
と
自
身
の
老
後
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
多
く
の
教
示
と
示
唆
を

得
ま
し
た
。

五
十
七
名
の
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
宴
に
入
っ
た
会
は
、

冒
頭
に
本
山
秀
昭
君
が
会
長
挨
拶

を
行
い
、
引
き
続
い
て
、
菊
谷
校

長
に
記
念
品
︵
現
金
十
万
円
︶
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
会
は
、
六
人
の
来
賓

か
ら
順
次
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し

た
が
、
五
十
年
前
の
裏
話
、
恩
師

の
現
況
、
同
窓
会
お
よ
び
母
校
の

現
状
報
告
な
ど
に
接
し
て
、
出
席

者
一
同
、
一
方
で
懐
か
し
さ
の
感

情
に
と
ら
わ
れ
、
他
方
で
、
母
校

に
も
着
実
に
時
代
の
流
れ
が
及
ん

で
い
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
、
今
回
の
参
加

者
の
中
で
は
最
も
遠
い
兵
庫
県
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
開
道
武
雄

君
で
、
乾
杯
の
後
、
懇
談
に
移
り

ま
し
た
が
、
五
十
年
ぶ
り
の
再
会

と
い
う

場
面
も

多
く
、

場
内
は

大
い
に

盛
り
上

が
り
ま

し
た
。

歓
談

の
合
間

を
縫
っ

て
、
学

級
単
位
で
の
写
真
撮
影
が
順
次
行

わ
れ
、
今
回
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
と
し
て
当
日
の
日
中
に
行
わ

れ
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
結
果
が
伊

藤
和
宏
君
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
者
は
小
林
誠
君
で
、
そ
の
他

に
六
名
が
本
山
賞
な
ど
の
各
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
の
過
ぎ
る
の
は
早

い
も
の
で
ア
ッ
と
い
う
間
に
予
定

の
午
後
九
時
に
な
り
、
東
京
36
会

の
松
岡
直
昭
君
に
よ
る
中
締
め
の

乾
杯
の
後
、
佐
々
木
弘
志
君
と
中

村
浩
二
君
の
リ
ー
ド
で
高
ら
か
に

校
歌
を
斉
唱
し
て
名
残
り
尽
き
な

い
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
希
望
者
三
十
人
余

り
が
川
反
に
繰
り
出
し
て
二
次
会

と
な
り
、
翌
日
は
、
晴
天
の
も
と
、

十
余
名
が
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
さ
れ
た
男
鹿
・
大
潟
村
め

ぐ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

︵
柴
山
　
記
︶

つ
　
　
ど
　
　
い

142
人
が
参
加

還
暦
同
期
会
昭和44年卒

栄
光
の
半
世
紀
こ
こ
に
集
う

36
会
、
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会

ご来賓の皆様方


